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22 世紀へ守り受け継いでいきたい
『里小路の矢竹生垣通り』を佐賀県遺産に認定

↑矢竹の生垣が整然と並ぶ里地区
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伊 万 里 港 の 夜 空 に
8000 発の色とりどり
の花が咲きました。11
月 16 日、Cygames の
特別協賛で開催された
伊万里湾大花火 2019。
色鮮やかな孔雀型の花
火や、直径約 650 ｍも
ある大輪の３尺玉など
が打ち上がり、終始飽
きさせない演出に観客
は酔いしれていました。

わ
せ
、
戦
に
備
え
て
家
臣
た
ち
が

屋
敷
周
り
の
生
垣
に
矢
の
材
料
と

な
る
矢
竹
を
植
え
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
同
地
区
の
住
民
た
ち
は
、
地
域

の
歴
史
を
表
す
矢
竹
の
生
垣
を
絶

や
さ
ぬ
よ
う
に
日
常
的
に
管
理
し

て
お
り
、
平
成
10
年
に
は
『
新
さ

が
百
景
』
に
選
ば
れ
、
今
回
さ
ら

に
、
後
世
に
守
り
受
け
継
ぐ
べ
き

景
観
と
し
て
県
遺
産
に
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
市
内
に
お
い
て
県
遺
産
へ
の
認

定
は
今
回
で
４
件
目
。
こ
れ
ま
で

『
旧
犬
塚
家
住
宅
』、『
前
田
家
住

宅
』、『
秘
窯
の
里
大
川
内
山
』
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
山
代
町
里
区
に
あ
る
『
里さ

と

小く
う

路じ

の
矢や

竹た
け

生い
け

垣が
き

通ど
お

り
』
が
『
佐
賀

県
遺
産
』
に
認
定
さ
れ
、
11
月
10

日
、
東
山
代
公
民
館
で
認
定
証
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
遺
産
は
、『
県
美
し
い
景
観

づ
く
り
条
例
』
に
基
づ
き
、
県
民

の
郷
土
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を

育
む
た
め
、
美
し
い
景
観
を
呈
す

る
地
区
、
ま
た
は
地
域
を
象
徴
す

る
建
造
物
が
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る

物
語
と
と
も
に
、
22
世
紀
に
残
す

べ
き
も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
戦
国
時
代
、
山
代
の
地
を
治
め

た
田
尻
氏
が
、
里
地
区
を
東
西
に

伸
び
る
小
路
に
家
臣
た
ち
を
住
ま
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